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1 はじめに
N -continuous OFDM [1]はOFDMシンボル間の接続を滑

らかにすることでサイドローブを抑圧するプレコーディン
グ手法であるが，シンボル全体が修正されるため誤り率が
劣化する問題がある．N -continuous symbol padding OFDM
(NCSP-OFDM) [2]はガードインターバル (GI)のみを修正す
ることで，この誤り率の劣化を改善できるが，サブキャリア
数が減少すると修正の影響が大きくなり，Peak-to-Average
Power Ratio (PAPR)特性が劣化する．
そこで本研究では，NCSP-OFDM に Selected Mapping

(SLM) [3]を用いて PAPR特性を改善する手法を提案する．

2 NCSP-OFDM
NCSP-OFDMにおいて，i番目の OFDMシンボル si(t)

は次式で表される．

si(t) =


ūi(t), −Tg ≤ t < 0,

ui(t), 0 ≤ t < Ts,

0, otherwise,

(1)

ūi(t) =
∑
k∈K

d̄k,ie
j2π k

Ts
t, (2)

ui(t) =
∑
k∈K

dk,ie
j2π k

Ts
t, (3)

ここで，Ts は OFDM シンボル長，Tg は GI 長，K =

{k0, k1, . . . , kK−1}は使用するサブキャリア番号，K はサ
ブキャリア数，di = [dk0,i, · · · , dkK−1,i]

T はデータシンボ
ル，d̄i = [d̄k0,i, · · · , d̄kK−1,i]

T は diのプレコーディング結
果であり，GIのシンボルが前後のシンボルとNc次微分ま
で連続となる制約条件によって次式のように決定される．

d̄i = (I−P)di +PΦHdi−1, (4)

ここで，P，Φ は文献 [2] で表される定数行列である．
NCSP-OFDMにおいて，サブキャリア数が減少すると GI
の修正の影響が大きくなり，PAPR特性が劣化する．

3 SLMを用いたNCSP-OFDM
本研究では，NCSP-OFDM に SLM を導入し PAPR

特性を改善する手法を提案する．図 1 に提案法のブ
ロック図を示す．まず，di の各要素の位相を q(m) =

[q
(m)
k0

, · · · , q(m)
kK−1

]で回転させたM 通りのデータシンボル

d
(m)
i = [d

(m)
k0,i

, · · · , d(m)
kK−1,i

]T を次式によって生成する．

d
(m)
k,i = q

(m)
k · dk,i, (5)

ここで，q
(m)
k ∈ {+1,−1}，m ∈ {0, . . . ,M − 1}のような

乱数系列であり，次式より PAPRを最小とするm∗
i を決定

する．
m∗

i = argmin
m

{ PAPR[s
(m)
i (t)]}, (6)

ここで，

PAPR[si(t)] = max
−Tg≤t<Ts

{|si(t)|2}/E{|si(t)|2}, (7)

であり，m∗
i はサイドインフォメーションとして送信する．

4 実験結果
提案法の性能を評価するために，変調方式 16QAM，

Ts = 896/3 µs，Tg = 9Ts/128 = 21 µs，K = 180

(K ∈ {−90, · · · ,−1, 1, · · · , 90})，FFTポイント数 256，微
分次数 Nc = 8，SLMの候補数M = 4の条件で，4倍の
オーバーサンプリングで数値実験した．図 2に実験結果を示
す．図 2より，提案法の PAPR特性は従来のNCSP-OFDM
と比べて改善できることがわかる．

5 まとめ
本研究では，NCSP-OFDMに SLMを用いて PAPR特性

を改善する手法を提案した．数値実験により，提案法の
PAPR特性は従来の NCSP-OFDMと比べて改善できるこ
とがわかった．

図 1 提案法のブロック図
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